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事業所名 放課後等デイサービスSALA 支援プログラム（参考様式） 作成日

◎一人ひとりの将来を見通して、日常生活に必要な読み書きの力や数の概念や数量の理解を深められるよう、個に応じた支援をする
◎宿題がスムーズにできるよう、本人の特性やつまずきに応じた支援をする
・プログラミング学習「すてむぼっくす」のブロック組立による空間把握の認知形成・活動の流れを示すタイムテーブル確認による時間の認知形成
・日付・天気・気温の確認による感覚・数の認知形成・運動遊びやカードゲーム等のルールを理解し守ろうとする適切な行動形成
・自然や季節の変化への興味など、感性を養う散歩

・絵カードを使ったスケジュールやルールの理解、意思の疎通・意思表示・始めの会で学校でのできごとや気持ちを発表
・終わりの会で活動の振り返りと気持ちを発表・「すてむぼっくす」による名詞・動詞等の言葉、概念などの理解
・個の特性に応じた読み書きの支援

ルールの理解が必要な遊びや集団活動
・「すてむぼっくす」によるプログラミング等の学習・特設時間と日常の中でのSS T
・イベントなどを通した地域との交流(社会見学、農業体験)・公共交通機関や公共施設の利用体験を通しての社会性、公共のマナーの習得

法人（事業所）理念
子ども、障がい者、高齢者、社会的に弱い立場にある人々の人権を守り、「あなたはひとりの人のために、何ができますか。」の信条のもと、ひとりの人の声にも耳を傾け、福祉、教育
、環境などに係わる事業を行うことをもって公益に寄与することを目的とする。（ＳＡＬＡ定款第２章第３条より）

支援方針

・利用者の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて適切な指導及び訓練を行う。
　実施にあたっては地域との結びつきを重視し、利用者の所在する市町村、他の障害福祉サービス事業者等との密接な連携に努める。
・お子様一人一人に合わせた課題をオーダーメイド
　課題も、日常生活動作やマッチング、学習支援等、ご本人の特性や保護者の方のニーズに寄り添いながら、将来を見据えた支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節の行事：新年会、イースター、夏祭り、イモ堀、クリスマス会、札幌営業所とのクリスマス交流会
・社会見学：公共施設、工場の見学
・乗り物体験：電車、市内循環バス等
・動物とのふれあい：乗馬、動物へのブラッシング、ヤギ、ウサギ等への餌やり
・自然とのふれあい：「高遠青少年自然の家」、冒険の森
・理科的行事：プラネタリウム、実験（巨大シャボン玉、スライム、すてむぼっくす）
・体育的行事：SALAの大型プールで水遊び（夏）、高遠青少年自然の家でそり、スキー、看護大学の出張レクリエーションでのダンスや運動
・家庭的行事：新年度使用雑巾作り、料理（昼食、おやつ）
・遠出：飯田動物園、松本アルプス公園、スポルト岡谷（ボーリング）

12月28日～1月3日を除く毎日8時30分～17時30分　
サービス提供時間：9時～17時  営業時間内での最大2.5時間となります

家族支援
・お子様に関する情報提供と定期的な支援調整
・子育て上の課題の聞き取りと必要な助言

移行支援

・具体的な移行を想定したお子様の発達の評価。
・御家族への情報提供
・移行先との支援内容や支援方法の伝達と共有
・お子様の情報、保護者の意向等についての移行先への伝達
・併用利用の場合は、利用日数や時間等の調整

地域支援・地域連携
・地域の保育所、学校、医療機関の訪問
・支援会議等での情報共有や意見交換により、支援方法や環境調整等、連携し
て取り組む

職員の質の向上
・元長野県教育センター専門主事大池幸一郎先生による講義、実践指導
・元特別支援学校、特別支援学級教諭による社内研修
・地域のネットワーク、行政主催の研修参加

支　援　内　容

本
人
支
援

・感染症対策の継続・構造化を意識したレイアウト・掲示・特設時間と日常の中でのSST・散歩、公園の遊具や運動遊びによる体力づくり
・片づけてから次の行動に移る事の約束・生活セットによるボタン、紐結び等の練習

・鬼ごっこ・卓球・ドッジボール等、体を動かす遊びや運動・アスレチックや外遊びによる粗大運動から、鉛筆・スプー・の使い方等微細運動へ
・庭の大型プールでの水遊び・そり、スキー


